
１　事業の概要と実績

※金額については１円単位で記入してください

２　事業実施状況に対する評価

３　今後の事業展開（事務改善）

【 平成28年度 第1回提出 】　業務棚卸評価シート

No. 1 シート作成者 - -

事業の目的 辻堂駅西口・工場跡地利用に係るまちづくり推進調査 事業の目標
辻堂駅西口周辺について、住宅、商業や工業などが調和したま
ちづくりを進めるための課題の抽出や検討を行う。

事業の概要
赤松町地内の工場跡地を含む辻堂駅西口周辺について、平成27年度に策定した「辻堂駅西口周辺地区のまちづくりの進め方」に基づき、地元住民と
の勉強会を開催し、課題の抽出や検討を行うとともに、解決に向け関係課との調整を行う。

事務事業名 辻堂駅西口周辺整備事業 事務区分 自治事務 部課かい名 経済部　拠点整備課

指標
辻堂駅西口周辺地区の整備検討（第２次実施計画）
辻堂駅西口周辺整備事業の整備進捗率（第３次実施計画）

27年度（第2次実施計画） 28年度（第3次実施計画） 29年度（第3次実施計画） 30年度（第3次実施計画）

対象 辻堂駅周辺住民及び辻堂駅利用者 事業の性質区分 政策 業務計画 ■

目標値 実績値

事業化の検討

当該地区の土地区画整理
事業は順調に進捗してい
る。また、２６年度の街歩き
で整理した課題について、
解決策等のとりまとめを行
うとともに勉強会を開催し、
地域に対して提案を行っ
た。
（42.5%）

42.40% 42.40% 42.40%

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

802,000

予算額 4,074,000 1,074,000

27年度 28年度 29年度 30年度

事
業
費

実施計画事業費 － 1,074,000 892,000

決算額 4,073,927

執行率 99.998% 0.0% #DIV/0! #DIV/0!

臨時・非常勤等 0.02

従事者数 1.95 1.46 0 0

職員 1.95 1.44

国庫支出金

地方債

　辻堂駅西口周辺地区は、辻堂駅北側の大規模工場跡地の再開発により、平成２３年１１月に大規模商業施設がオープンし、この影響により当該地区への
人の流れ、交通量の増加等による環境変化が生じている。また、辻堂駅西口周辺地区のまちづくりについて、小和田地区のまちづくりのあり方や課題解決に
向けた取組み、さらには民間事業者による開発計画の公共施設等に対する地元住民の意見の集約を行うため、引き続き地元住民との勉強会を開催するとと
もに、民間事業者や関係機関との協議調整を行うことは、非常に重要であると考えている。

　事業実施状況に対する分析（課題の抽出）

事
業
成
果

　平成２７年度については、辻堂駅西口周辺地区まちづくり計画事業推進業務として、平成２６年度中に地元住民と共に４回実施した「辻堂駅西口
周辺地区のまちづくりの進め方　勉強会」について報告会を開催し、勉強会において出された主な意見に対して方向性や対応方法について報告を
行い課題の共有をすることができた。また、赤松町土地区画整理事業に対する課題の整理を行ったことについては成果があった。

事
務
効
率

・まちづくりの進め方　勉強会の中で実施した、「まちあるき」等において地元住民と共有された課題の優先順位が整理されていない。
・赤松町の工場跡地について、土地区画整理事業という手法を用いて、計画的なインフラ整備とまちづくりを進めているが、個人施行の土地区画整
理事業に関する認可手続きには関連各課との調整や事務処理に膨大な時間や手間がかかっている。

一般財源 4,073,927 1,074,000

　事業の必要性

財
源
内
訳

特
定
財
源 その他

県支出金

　事業成果及び事務効率に対する評価

成果があがっているが、実施手法は効率的でない

今後の事業展開（事務改善）
改善の方向性 27年度の評価を踏まえた28年度以降の取組内容

事業（活動）の効率を上げる

・事業を進めていくに当たり、地元住民の整備に対するニーズ、周辺の土地利用、必要性や効率性等を勘案し、優
先順位を検討していく。
・従前の個人施行の土地区画整理事業認可事務は、道路部局や下水道部局等に対し個別に協議を進めていたた
め、手戻りも多く協議に膨大な時間や手間が必要であったが、今後は各課協議を並行的に行い、図面等の修正を随
時行うこととする。関連部局間の考え方や方向性の違いを迅速かつ的確に把握することで、拠点整備課のみならず
各課の事務量も大幅に削減することができる。



４　事業を構成する活動に係る改善内容

事業を構成する活動（27年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

１－２ 地元説明会等の開催 開催回数(年間） ４回 １回 50,000 50,000

１－１ 庁内調整 庁内調整会議の開催回数(年間） ６回 ６回

24,000

１－４ まちづくり推進計画の検討 委託業務完了 平成２８年３月 平成２８年３月 4,000,000 4,000,000

１－３ まちづくりニュースの発行 発行回数(年間) ４回 ２回 24,000

27年度活動の結果を踏まえた28年度以降の改善内容

項番 改善内容 経営改善方針への位置付け

１－１ 関係各課と必要に応じて協議を行い、内容によっては調整会議を開催する 位置付けない

１－４
まちづくり推進計画の検討については平成２７年度中に完了したが、その結果の進捗を継続的に確認していくことを通じて、
優先すべき事業について整理が必要

位置付けない

１－２ 土地区画整理事業に対する地元要望を確認し、事業者との調整を行う 位置付けない

１－３ 必要に応じてまちづくりニュースを発行する 位置付けない

事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

１－２ 地元説明会等を開催し事業に関して理解を得る 開催回数(年間） ４回 50,000

１－１ 土地区画整理事業や地元要望に関する庁内調整を行う 庁内調整・会議の開催回数(年間） ６回

１－４

１－３ 必要に応じてまちづくりニュースを発行する 発行回数(年間) 随時 24,000

辻堂駅開設100周年記念事業への支援 事業参加 平成28年11月 1,000,000

【再設定項目】事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

１－５ まちづくり推進計画の進捗を確認し、優先事業の整理を行う。 開催回数(年間） ４回

１－２ 地元要望を把握し事業者との調整を行う 開催回数(年間） ４回 50,000

１－６ 認可申請前の各課事前協議を導入 認可件数（年間） １回


